
JVC_PCS_manual.fm  1 ページ  ２０１４年７月２９日　火曜日　午後６時４５分
D-ILA ホームシアタープロジェクター
「プロジェクター　キャリブレーション　ソフトウェア5」

取扱説明書

本書で使用するマークについて
 は、DLA-X95R, DLA-X75Rに対応します。

 は、DLA-X700Rに対応します。
 は、DLA-X500Rに対応します。

マーク記載のない項目は、全ての機種に対応します。

市販の光学センサーを使用することにより、常にプロジェクターを最適な状態でお楽しみいただくためのツールで
す。

�キャリブレーション機能
本体の設置位置、レンズシフト／ズーム位置などのプロジェクターの設置条件で変化する画質を簡単な操作で、
高精度なキャリブレーションを行なうことにより最適化し、設置条件に適した高画質映像をお楽しみいただけま
す。また、プロジェクターを長時間使用することによって発生する色バランスなどのズレも補正し、プロジェク
ターを常に最適な状態でお楽しみいただけます。

�環境対応
白い壁や間接照明などが画質に影響を与える場合に , 影響を最小限に抑え、設置環境に適した映像設定を行うこ
とができます。

�画質調整データのインポート / エクスポート
LAN端子を経由して、画質設定データをプロジェクターからコンピュータ (PC) へ保存することや、PCからプ
ロジェクターへのインポートすることができます。

※「プロジェクター　キャリブレーション　ソフトウェア」は、プロジェクター内部の設定を変更することで、プ
ロジェクターのガンマ・色表示を調整するハードウエアキャリブレーションです。
※プロジェクター内部の設定が変更されることをご理解の上、ご利用ください。

●キャリブレーション対応プロジェクター
対応機種：DLA-X700R, DLA-X500R, DLA-X95R, DLA-X75R

● PC（パソコン）
● LANケーブル
●光学センサー
対応機種：Datacolor 社製　Spyder4ELITE/PRO

※Spyder4ELITE, Spyder4PRO は、Datacolor 社の米国およびその他の国における登録商標です。

「プロジェクター　キャリブレーション　ソフトウェア」とは

必要なもの

X95R/X75R
X700R
X500R
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本ソフトウェアを使用するには、以下の仕様を満たすハードウェア及びソフトウェアが必要です。

※1 本ソフトウェアは、Windows XP には対応しません。
※2 Windows 8 ご使用の際は、.NET Framework 3.5 SP1 をインストールするか、コントロールパネルか

ら機能を有効にしてください。インストール方法についてはMicrosoft 社ホームページ等でご確認くださ
い。

�ご注意
上記の条件を満たすすべてのPCについて動作を保証するものではありません。
Macintosh には対応していません。
※Microsoft Windows, Windows Vista, .NET Framework は米国Microsoft Corporation の米国およびその
他の国における登録商標です。
※その他記載している会社名、製品名は各社の商標及び登録商標です。

1 ソフトウェアをPCにインストール　（P. 3）

2 本体とPCを LANケーブルで接続

3 PC及びプロジェクターの設定（P. 4）

4 ソフトウェアを起動（P. 7）

5 光学センサーを接続

6 キャリブレーション調整（P. 8）

動作環境

PC ( コンピュータ )
対応OS

Windows 7 (32-bit, 64-bit)　推奨
Windows 8 (32-bit, 64-bit)
Windows Vista (32-bit) ※ 1

メモリー 256MB以上　（１GB以上推奨）
HDD 256MB以上
その他の機能 .NET Framework 3.0 / 3.5 ※ 2

USB ポート
LAN ポート

キャリブレーション調整までの操作手順
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�インストールを開始する前の注意点
� インストールをする前に、開いているソフトウェアを全て終了してください。
� インストール時、キャリブレーション時は、PCを管理者モードにし、PCのスクリーンモードや省電力機能を
無効にしてください。

� 光学センサーのドライバをインストールする前に、光学センサーをPCに接続しないでください。

�ソフトウェアのインストール方法
ホームページ上のダウンロードファイル 「JVC_PJ_Calibration5_jp_v***.zip」をダブルクリックして、インス
トールを行ないます。任意のディレクトリにダウンロードしてファイルを解凍してください。
以下のファイルが作成されます。

●「JVC_PJ_Calibration5_v***.msi」
この「JVC_PJ_Calibration5_v***.msi」をダブルクリックし、インストールを行います。

1 「Projector Calibration Software セットアップウィザードへようこそ」ウィンドウが表示されます。［次
へ］ボタンをクリックしてください。

2 「インストールフォルダの選択」ウィンドウが表示されます。ファイルのインストール先を指定出来ますが、
特に問題がない限り保存先は変えずにお進みください。

3 「インストールの確認」ウィンドウが表示されます。［次へ］ボタンをクリックしてください。
4 インストールが完了すると「インストールが完了しました」ウィンドウが表示されます。「閉じる」ボタン
をクリックすると終了です。自動でスタートメニューとデスクトップにショートカットができますので確認
ください。

�注意
※本ソフトウェアは単独では動作しません。光学センサーとPCをUSBケーブルによって接続し、PCとプロ
ジェクターを LANケーブルで接続してはじめて動作します。

�光学センサーのドライバのインストール
Spyder4ELITE/PRO に付属のソフトウェアをインストールしてください。
インストール手順は、光学センサー本体に付属の取扱説明書にてご確認下さい。
本キャリブレーションソフトウェアをご使用の際はSpyder4 ソフトウェアを起動しないでください。

キャリブレーション調整までの準備

ソフトウェアのインストール
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�プロジェクターとPCを直結する場合

プロジェクターとPCをＬＡＮケーブルで接続します。

メニューの「機能」タブ内の項目「通信端子」を「ＬＡＮ」に
設定します。

PCのＴＣＰ/ＩＰとプロジェクターの「ネットワーク」を設定します。

●プロジェクターの「ネットワーク」設定
メニューの「機能」タブ内の項目「ネットワーク」を開いて設定します。
「DHCPクライアント」を「オフ」にしてください。
プロジェクターの「ＩＰアドレス」とPCのＩＰアドレスは違うアドレ
スに設定してください。
例： PC ［ 192 168 0 1 ］

プロジェクター ［ 192 168 0 2 ］
「サブネット マスク」「デフォルトゲートウェイ」は本機とPCで同じ値
に設定してください。
例： サブネットマスク ［ 255 255 255 0 ］

デフォルトゲートウェイ ［ 192 168 0 254 ］
「セット」でOKを押すと、設定内容が反映されます。

※プロジェクターの IP アドレスは、このアプリケーションを使用する際に必要になります。

※PCの設定についての詳細はPCの取扱説明書を参照ください。参考にWindows7の設定方法をP.16 に掲載
しています。
※直結して使用するPC内でDHCPサーバーが動作している場合は「DHCPクライアント」を「オフ」にして
「セット」してください。

プロジェクター及びPCの設定

ノートPCなど

接続ケーブル（別売）

プロジェクター
[LAN]端子へ

MENU BACK

LAN

A

戻る操作
選択

終了

機能

ランプリセット
リモコンコード

通信端子
オフECO Mode

オフ
オフ
オフ高地モード

ネットワーク

オフタイマー
トリガーX95R/X75R

MENU BACK
戻る操作

選択
終了

機能

>

MAC アドレス      : AA-BB-CC-DD-EE-FF

デフォルト ゲートウェイ
サブネット マスク

192. 168.      0.     2
255. 255. 255.     0
192. 168.      0. 254

セット

IP アドレス
オフDHCP クライアント

ネットワーク
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�プロジェクターをネットワークに接続する場合

プロジェクターとネットワーク接続機器（ハブなど）をＬＡＮケーブルで接
続します。

メニューの「機能」タブ内の項目「通信端子」を「ＬＡＮ」に
設定します。

メニューの「機能」タブ内の項目「ネットワーク」を開いて設定します。
DHCPサーバーを使用する場合は「DHCPクライアント」を「オン」にして
「セット」してください。自動でＩＰアドレスの取得を始めます。
ＩＰアドレスをネットワーク管理者から指定された場合は、「ＩＰアドレス」
「サブネット マスク」「デフォルトゲートウェイ」を指定の値に設定してくだ
さい。
「セット」でOKを押すと、設定内容が反映されます。
※プロジェクターの IP アドレスは、このアプリケーションを使用する際に必
要になります。

※PC の設定は PC の取扱説明書を参照ください。参考に Windows7 の設
定方法を P.16 に掲載しています。
※ネットワークに関しての詳細はネットワーク関連の文献や書籍をご参照す
る事をお勧めします。
※設定内容は接続されるネットワークのネットワーク機器や管理方法に依存
します。
※DHCPサーバーの使用の可否を含めＩＰアドレスなどの設定値は、その
ネットワーク管理者（アドミニストレーター）にご相談ください。

ノートPCなど
サーバー

HUB

ネットワーク接続ケーブル（別売）

プロジェクター
[LAN]端子へ

MENU BACK

LAN

A

戻る操作
選択

終了

機能

ランプリセット
リモコンコード

通信端子
オフECO Mode

オフ
オフ
オフ高地モード

ネットワーク

オフタイマー
トリガー

X95R/X75R

MENU BACK
戻る操作

選択
終了

機能

>

MAC アドレス      : AA-BB-CC-DD-EE-FF

デフォルト ゲートウェイ
サブネット マスク

192. 168.      0.     2
255. 255. 255.     0
192. 168.      0. 254

セット

IP アドレス
オンDHCP クライアント

ネットワーク
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�ご使用前の注意点
• キャリブレーションを行う環境によっては、工場出荷時のデータと異なる結果となる場合があります。
• キャリブレーション時は、PCを管理者モードにし、PCのスクリーンモードや省電力機能を無効にしてくださ
い。

• プロジェクターの電源投入後、キャリブレーションを実施するPicture Mode に設定し、30分程度経ってから
キャリブレーションを行ってください。

• 部屋の環境光は実際に使用する環境と同じにしてください。
• スクリーンに直接強い環境光が当たらないようにしてください。
• キャリブレーションソフトウェアを実行中は必ずプロジェクターの ECO Mode 
をオフにしてください。

• キャリブレーションソフトウェアを実行中はリモコン及び本体の操作ボタンを使用しないで下さい。
• キャリブレーションソフトウェアを実行中は必ず映像信号（1080 あるいは 720）を入力してください。４K
入力ではキャリブレーションをすることができません。

• キャリブレーションソフトウェアを実行中はHIDE モードには設定しないでください。
• ３D表示でのキャリブレーションはできません。
• Color Profile で OFF 又は x.v.Color が選択されている場合にはキャリブレーションはできません。別の Color 
Profile に設定してからキャリブレーションを行ってください。

• レンズアパーチャーで オート1 又は オート2 が選択されている場合にはキャリブレーションはできません。手
動 に設定してからキャリブレーションを行ってください。

• キャリブレーションソフトウエアにて環境対応を行う場合は、プロジェクターの環境設定をオフにしてくださ
い。

• キャリブレーションソフトウェアを実行中にエラーメッセージが出た場合には、アプリケーションを終了させ、
同時にプロジェクターの再起動を行ってください。また、再起動は5 分程度経ってから行ってください。

• バックアップ、インポート、エクスポート中にエラーメッセージが出てアプリケーションを終了した場合は、再
起動後、再度バックアップ等を実施してください。

※キャリブレーションを行いデータを保存すると、自動的にバックアップファイルが「設定」で指定したフォルダ
に保存され、それ以前に設定されていたデータは全て上書きされます。

キャリブレーション調整

MENU BACK

LAN

A

戻る操作
選択

終了

機能

ランプリセット
リモコンコード

通信端子
オフECO Mode

オフ
オフ
オフ高地モード

ネットワーク

オフタイマー
トリガー
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デスクトップ上の「Projector Calibration Softwere」のアイコンをダブ
ルクリック

�設定の手順
各種設定を行います。

1 設定アイコンをクリック

2 各種設定を行ってください
Network

Function

Display

Backup

※キャリブレーションを行いデータを保存すると、指定した
フォルダに自動的にバックアップファイルが保存されま
す。

ファイル名「シリアルNo._ 設定したPicture Mode_ 年 - 月 - 日 - 時間．cbd」
工場出荷時のデータは、ファイル名「シリアルNo.（8桁）_init_ 年 - 月 - 日 - 時間．cbd」で保存されます
ので、消去しないよう注意してください。

�バックアップデータの復元方法

1 IMPORT　ボタンをクリック。

2 バックアップデータを指定したフォルダから選択し、開くをクリック。

3 バックアップデータがプロジェクターへインポートされます。

ソフトウェアの起動

IP Address: ネットワーク上でのプロジェクターの IPアドレ
スを入力してください
プロジェクターの IPアドレスの確認は、「プロ
ジェクター及びPCの設定」項を参照ください
入力後　Check　ボタンをクリックし、PCと
の接続を確認してください

Port No.: 特に問題がない限りこのままご使用ください

Calibration Type ＊ : キャリブレーションを実施するタイプを選択し
ます

Gamma Step:
Quality
Normal
Speed

ガンマキャリブレーションの精度を設定します
33ステップ
20ステップ ( 初期値 )
9ステップ

Screen Size: ご視聴になる投影サイズを入力ください
Viewing Distance: ご視聴になる距離を入力ください

Language: 表示言語を選択ください
message: チェックを外すと各機能の操作説明が表示され

なくなります

File Path: バックアップを保存する場所をご指定ください
Serial No.: プロジェクターの製造番号を入力ください

ダブルクリック

クリック

＊Calibration Type
- Gamma+Color
ガンマ及びカラーのキャリブレーションを実施し
ます
- Gamma
ガンマのみキャリブレーションを実施します
- Color
カラーのみキャリブレーションを実施します
- Log only
現在の状態を測定します
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本体の設置位置、レンズシフト／ズーム位置などのプロジェク
ターの設置条件で変化する画質やプロジェクターを長時間使用す
ることによって発生する色バランスなどのズレを補正します。

1 「調整」ボタンをクリック

2 光学センサーをPC に接続してください。
接続が確認できましたら、 「Spyder4」ボタンをクリック

3 光学センサー受光部をプロジェクターに向けてプロジェク
ターとスクリーンの間に光学センサーを設置してください。
光学センサーの設置高さは投影画像中央が目安です。プロ
ジェクターとの距離が適切な範囲に入りますと光学センサー
の LEDが点灯します。PCモニターの光が光学センサーに直
接入らないようにしてください。
設置が完了しましたら、「　＞＞　」　ボタンをクリック

4 Picture Mode をダブルクリックし、プルダウンメニューから
キャリブレーションを実施するPicture Mode を選択してく
ださい。
Color Profile, Color Temp, Gamma等をダブルクリックし、
プルダウンメニューからキャリブレーションを実施するモード
を選択してください。
Lens Aperture はスライドさせ選択ください。
設定後、「　START　」　ボタンをクリック

※ Color Profile を Custom1～ 5を選択した
場合は、Color Temp 及びGammaは選択できません。

※Custom1～ 5については、Profile Nameは反映されず、Custom1～ 5で表示されます。
※Picture Mode が表示されなかった場合は、「　＜＜　」 ボタンを押し、一旦前画面に戻り、再度この画
面に進んでください。

※Filter は、画質モード、Color Profile に応じて自動的に設定されます
※実際に映像を視聴する画質モードに設定してからキャリブレーションを実施してください。ただし、他の
画質モードを選択した場合にも、Clear Motion Drive, Lens Aperture, Lamp Power, Filter の各設定
値が同じ場合にはキャリブレーション結果が反映されます。

キャリブレーションの手順

クリック

クリック

設置後クリック

 
光学センサー受光部

光学センサーの設置方法
図のように光学センサー受
光部をプロジェクターに向
け、光学センサーの LEDが
点灯するよう前後に位置を
調整してください。

ダブルクリック

プルダウン
X95R/X75R
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5 キャリブレーション中です。
キャリブレーション中は、周囲の光が変化しないようにしてく
ださい。
キャリブレーション結果に影響を与えます。

※データの書き込み中、表示画面にノイズが出る場合がありま
す。

6 各Calibration Type の結果が表示されます
Gamma
キャリブレーション結果が白色で表示されます。
キャリブレーションを行う前の状態は青色の線で表示されま
す。
緑色の線はGamma 2.2 を表します。

※ Color Profile を Custom1～ 5を選択した
場合は、Gamma：Normal と表示されます。

Color
キャリブレーション結果が白色で表示されます。
キャリブレーションを行う前の状態は青色の線で表示されま
す。
ピンクの線はRec.709の色域 を表します。
各色の色度がｘｙ値で表示されます

※Custom1～ 5については、Profile Nameは反映されず、
Custom1～ 5と表示されます。

Color Temp
各階調での color Temperature の色度を、各階調の●印で表
示します。
赤丸は狙いの色度 xy ± 0.01の円を示します。

※ Color Profile を Custom1～ 5を選択した
場合は、Color Temperature：6500K と表示されます。

7 結果に問題がなければ保存してください。
「SAVE」 ボタンをクリック
保存が終了すると、終了情報が表示されます。
「OK」 をクリック
トップメニューへ戻ります。

中止する場合は、 をクリック
トップメニューへ戻ります。

Gamma
X95R/X75R

Color

Color TempX95R/X75R

クリック
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カラースペース、色温度、ガンマの情報を含んだカラープロファイ
ルを作成します。

1 「作成」 ボタンをクリック

2 カラープロファイルの作成
作成したいColor Space と Color Tempをプルダウンメ
ニューから選択してください。
数値を直接入力することもできます。

Information が表示された場合は、指
示にしたがって Filter Type を選択してください。

Filter Type は選択不要です。（Normal 固定）

作成したいGamma値をプルダウンから選択してください。

3 プロファイル名を入力してください。
（ASCII 文字 10文字以内　拡張子は prof になります）
入力後、 「START」 ボタンをクリック

※カラープロファイルデータをプロジェクターに反映させる場
合は、インポート機能を使ってプロジェクターにインポート
してください。

ファイル名を入力し、保存してください。
Author には、作成者の名前を入力することができます。
中止する場合は、 ボタンをクリック
トップメニューへ戻ります。

カラープロファイルの作成

クリック

Information

X95R/X75R X700R

X500R

Profile Name

クリック
10
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画質設定データの保存・取り込み、カラープロファイルの取り込み
を行います。

1 「インポート /エクスポート」ボタンをクリック

- Picture Data

�エクスポート手順
A Picture Mode（ User1 ～ 5、

User1 ～ 4）をダブルクリックし、プルダ
ウンメニューからエクスポートを行うPicture Mode
（ User1 ～ 5、 User1 ～ 4）
を選択し、「EXPORT」 ボタンをクリック

※Picture Mode が表示されなかった場合は、「　＜＜　」 ボタン
を押し、一旦前画面に戻り、再度この画面に進んでください。

B 保存先を選択し、ファイル名をつけて保存します（拡張子は 
jpd になります）。

中止する場合は、 ボタンをクリック（トップメニューに戻り
ます）

�インポート手順
A Picture Mode（ User1 ～ 5、

User1 ～ 4）をダブルクリックし、プルダ
ウンメニューからインポートを行うPicture Mode
（ User1 ～ 5、 User1 ～ 4）
を選択し、「IMPORT」 ボタンをクリック

※Picture Mode が表示されなかった場合は、「　＜＜　」 ボタン
を押し、 一旦前画面に戻り、再度この画面に進んでください。

B ファイルの場所からファイル（***.jpd）を選択します。

インポート /エクスポートの手順

クリック

クリック

ダブルクリック

X95R/X75R
X700R X500R

X95R/X75R X700R X500R

クリック

ダブルクリック
X95R/X75R

X700R X500R

X95R/X75R X700R X500R
11
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C START ボタンをクリック

中止する場合は、 ボタンをクリック（トップメニューに戻りま
す）

�カラープロファイルのインポート
A Color Profile（Custom1～ 5）をダブルクリックし、プルダ
ウンメニューからインポートを行うColor Profile（Custom1
～ 5）を選択してください。

B「IMPORT」 ボタンをクリック

C ファイルの場所からファイル（***.prof）を選択します。

D「START」 ボタンをクリック

※ インポートしたColor Profile データを
反映させるには、プロジェクター本体のメニューでカラープロ
ファイルを切り替える必要があります。当ソフトウェアを終了さ
せた後、プロジェクター本体のメニューでカラープロファイルを
切り替え、インポートしたプロファイルに設定してください。

※ インポートした Color Profile データを反映させるに
は、プロジェクター本体を再起動する必要があります。当ソフト
ウェアを終了させた後、プロジェクターを再起動してください。

中止する場合は、 ボタンをクリック（トップメニューに戻ります）

クリック

クリック

ダブルクリック

クリック

X95R/X75R X500R

X700R
12
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白い壁や間接照明などが画質に影響を与える場合に、影響を最小限に
抑え、設置環境に適した映像設定を行うことができます。
キャリブレーションソフトウエアにて環境対応を行う場合は、プロ
ジェクターの環境設定をオフにしてください。また、Color Profile 
で  x.v.Color が選択されている場合には環境対応はできません。別
の Color Profile に設定してください。

1 「環境対応」ボタンをクリック
2 光学センサーをPCに接続してください。
接続が確認できましたら、 「Spyder4」ボタンをクリック

3 光学センサーの設置
環境光量（フレア光量）を測定します。
環境光は実際に使用する環境と同じ設定にしてください。
環境光測定中は、周囲の環境（光）が変化しないようにしてくだ
さい。結果に影響を与えます。

4 設置後　「　＞＞　」ボタンをクリック

5 光学センサーの設置
投影光量を測定します。
環境光は実際に使用する環境と同じ設定にしてください。

環境設定

クリック
>>

MENU BACK

0

MENU BACK
戻る操作

選択
終了 戻る操作

選択
終了

設置 設置

スクリーン補正

アナモフィック
歪み補正
台形補正

フロント設置スタイル
画素調整
レンズコントロール

100inch

Light
3.0m

オン

オン

オフ

オフ

オフ

視聴距離
スクリーンサイズ

壁色

環境設定

環境設定

環境設定

クリック

30ｃｍ

スクリーン

設置例
光学センサーは、プロジェク
ターからの直接の光が当たら
ない位置（投影画像の端から
外側に30cmが目安）に光学
センサーをスクリーンに平行
にした状態で LED面がプロ
ジェクター側を向くように設
置してください。

クリック

スクリーン

30ｃｍ

設置例

投影画像の端から30cm
を目安としてスクリーン
に接触させるように LED
面がプロジェクター側を
向くように設置してくだ
さい。
13
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6 設置後　「　＞＞　」　ボタンをクリック

7 ご視聴になるスクリーンサイズと視聴距離を入力し、「START」
ボタンをクリック

8 推奨設定が表示されます。
Picture Tone -W
Dark Level
Bright Level
Color
この設定で映像をご覧になるには、「AFTER」ボタンを押して
ください。推奨設定がプロジェクターへ反映されます。
この設定を保存するには、この状態（ボタンがBEFOREの状
態）で ボタンをクリック

元に戻すには、「BEFORE」ボタンを押してください。
プロジェクターが元の状態へ戻ります。

結果に問題があれば測定をやり直してください。

中止する場合は、 ボタンをクリック（トップメニューに戻
ります）

クリック

クリック

スクリーン 視聴距離

推奨設定
14
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1 トップメニューに戻り、「EXIT」をクリック

�こんなメッセージが表示されたら
エラーメッセージが表示された場合は、メッセージに従った操作を行ってください。

ソフトウェアの終了

メッセージ 対応（内容）
機種判定エラーです。 一旦前画面に戻り、入力信号を確認した後、再度エラーメッセージ

の表示された画面に進んでください。
※このアプリケーションは、対応機種以外では使用できません。

LAN接続が確立できませんでした。
再度、LAN設定を行ってください。

トップメニューから設定画面に進み、Network の「CHECK」ボタ
ンで LANの接続を確認してください。
「NG」が表示された場合は、再度、LAN設定を行ってください。

クリック
15



JVC_PCS_manual.fm  16 ページ  ２０１４年７月２９日　火曜日　午後６時４５分
1 デスクトップ左下のスタートボタンをクリックして、「コント
ロールパネル」を選択します。
右記の画面が出た場合には、「表示方法」から「小さいアイコ
ン（Ｓ）」を選択します。→ 2) へ進みます。

2 右記の画面が出たら「ネットワークと共有センター」を選択し
ます。

3 「ローカルエリア接続」を選択します。 ( 無線 LANで接続してい
る場合には、以下、「ワイヤレスネットワーク接続」と読み替
えます )

4 「プロパティ（P）」を選択します。

5 「インターネット プロトコル バージョン4（TCP/IPv4）」を
選択してから「プロパティ（R）」を選択します。

プロジェクター及びPCの設定方法（Windows7の場合）
16
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6 ルーター経由で LAN接続している場合には 7) に進みます。
プロジェクターとパソコンを LANケーブルで、直接、接続し
ている場合には 12) に進みます。

7 「IP アドレスを自動的に取得する（O）」と「DNSサーバーのア
ドレスを自動的に取得する（B）」の左にチェックします。
→ 「OK」をクリックしてから、すべてのウィンドウを「×」
ボタンで閉じます。

8 プロジェクターの電源を入れてください。

「メニュー」→「機能」→「通信端子」と選択し
て、「LAN」に設定します。

「メニュー」→「機能」→「ネットワーク」を選択して 14) に
進みます。

9 「DHCPクライアント」を「オン」に設定します。
「セット」を選択して、「ネットワーク設定を適用しますか？」
で「はい」を選択します。

10 9) の画面に戻ったら、「IPアドレス」の数値（例では、192 
168 0 2）をメモします。

11 パソコンで「キャリブレーション ソフトウェア」を起動し、右
端の「設定」を選択します。
右記の画面で、「IP address」 の欄に、10) でメモした数値を
入力します。
「CHECK」をクリックして、ボタン右横に “OK” が表示され
れば、右下の「ＯＫ」をクリックして設定完了です。

MENU BACK

LAN

A

戻る操作
選択

終了

機能

ランプリセット
リモコンコード

通信端子
オフECO Mode

オフ
オフ
オフ高地モード

ネットワーク

オフタイマー
トリガー

X95R/X75R

MENU BACK
戻る操作

選択
終了

機能

>

MAC アドレス      : AA-BB-CC-DD-EE-FF

デフォルト ゲートウェイ
サブネット マスク

192. 168.      0.     2
255. 255. 255.     0
192. 168.      0. 254

セット

IP アドレス
オンDHCP クライアント

ネットワーク
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12「次の IP アドレスを使う（S）」の左にチェックして、「IPアドレ
ス」、「サブネットマスク」、「デフォルト ゲートウェイ」の各欄
に右記の数値を入力します。「次のDNSサーバーのアドレス
を使う」の左にチェックして、「優先DNSサーバー」の欄に
下記の数値を入力します。
→ 「OK」をクリックしてから、すべてのウィンドウを「×」
ボタンで閉じます。

13 プロジェクターの電源を入れてください。

「メニュー」→「機能」→「通信端子」と選択し
て、「LAN」に設定します。

「メニュー」→「機能」→「ネットワーク」を選択して 14) に
進みます。

14「DHCPクライアント」を「オフ」に設定します。
「IP アドレス」、「サブネットマスク」、「デフォルト ゲートウェ
イ」の各欄に下記の数値を入力します。
「セット」を選択して、「ネットワーク設定を適用しますか？」
で「はい」を選択します。

15 パソコンで「キャリブレーション ソフトウェア」を起動し、右
端の「設定」を選択します。
右記の画面で、「IP address」 の欄に、下記画面の数値を入力
します。
「CHECK」をクリックして、ボタン右横に “OK” が表示され
れば、右下の「ＯＫ」をクリックして設定完了です。 

仕様は改善のため予告なく変更することがあります。

MENU BACK

LAN

A

戻る操作
選択

終了

機能

ランプリセット
リモコンコード

通信端子
オフECO Mode

オフ
オフ
オフ高地モード

ネットワーク

オフタイマー
トリガー

X95R/X75R

MENU BACK
戻る操作

選択
終了

機能

>

MAC アドレス      : AA-BB-CC-DD-EE-FF

デフォルト ゲートウェイ
サブネット マスク

192. 168.      0.     2
255. 255. 255.     0
192. 168.      0. 254

セット

IP アドレス
オフDHCP クライアント

ネットワーク
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登録商標について
● Microsoft Windows,Windows Vista は米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録
商標または商標です。

● Spyder4ELITE/PRO は、Datacolor 社の米国およびその他の国における登録商標です。
● その他、この説明書に記載されている各種名称、会社名、商品名などは各社の商標または登録商標です。

〒221-0022 神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-12

ホームページ http://www3.jvckenwood.com/
© 2013 JVC KENWOOD Corporation



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


